


















の結果から、平成 24 年 5 月 1 日現在のデータを
整理しておこう。
まず、全国の公立学校に在籍している外国人児
童生徒数は 71,545 人で（平成 22 年度より 2,669
人減少）、そのうち、日本語指導が必要な外国人




となり、この 4 言語で全体の 82.7% を占める。
日本語指導が必要な日本人児童生徒は6,171人（平
成 22 年度より 675 人増加）いる。
栃木県では日本語指導を必要とする外国人児童
生徒数は 575 人で、その主要学校別内訳は、小学
校 430 人、中学校 127 人、高等学校 16 人となっ
ている。また、その主要母語別内訳は、スペイン
語 221 人（38.3%）、ポルトガル語 173 人（30.0%）、

























平成 24 年 5 月 1 日現在、栃木県内の公立中学
校の外国人生徒 3年生は 172 人（栃木県教育委員
会提供「平成 24 年度小・中学校教育課程等に係
る調査結果から」）であった。今回の調査で進路
が把握できた 123 人は、172 人の 81.5% に当たる。
Ⅱ　生徒の属性と進路結果の概要
123 人の生徒の性別は、男性 65 人（50.8%）、
女性 55 人（43.0%）、無回答 3人（2.3%）であっ
た。主な母語別状況では、日本語 35 人（28.4%）、






人、フィリピン 13 人（10.5%）、中国 7人（5.6%）、
韓国とタイ 5人（0.4%）、日本とパキスタン各 4
人（0.3%）である。
ペルー国籍 40 人のうち、スペイン語母語 21
人（52.5%）、日本語母語 10 人（25.0%）、ブラ
ジル国籍 33 人のうち、ポルトガル語母語 13 人
（39.3%）、日本語母語 11 人（33.3%）である。フィ
リピン国籍 13 人中 11 人がフィリピン語・タガロ
グ語母語で、日本語を母語とするものは 2人いた。
中国国籍 7人のうち、中国語母語 4人、日本語母
語 2人、その他 1人である。韓国国籍 5人のうち、
韓国語母語 3人、日本語母語 2人である。タイ国

























が 45 人（35.2%）、1-5 歳 7 人（5.5%）、6-9 歳 11
人（8.6%）、10-12 歳 16 人（12.5%）、13 歳 以 上











59 人（46.1%）、公立定時制 15 人（11.7%）、公立
通信制 1人（0.8%）、私立全日制 21 人（16.4%）、
国立 1人（0.8%）、専修（専門）学校 3人（2.3%）
で、進学者の割合は 78.1% を占めた。




















が、表 2 である。日本語指導「有」36 人の進路

























徒は、33 人中、公立全日制 20 人（60.6%）、公立
定時制 3人（9.0%）、私立全日制 4人（12.1%）、フィ








全日制 20 人（57.2%）、公立定時制 4人（11.4%）、
私立全日制 7 人（20.1%）、国立 1 人（2.8%）で
ある。スペイン語 24 人のうち、公立全日制 10 人
（41.7%）、公立定時制 5人（20.8%）、私立全日制
3人（12.5%）である。
ポルトガル語 13 人の場合、公立全日制 4 人
（30.1%）、公立定時制 1人（7.6%）、私立全日制 3
人（23.0%）である。タガログ語・フィリピン語

































た 9人のうち、5人が A 検査で公立全日制に合格、
A 検査で不合格になった 4 人のうち 2 人は B 検
査で公立全日制に合格し、2人は就職する結果と
なった。受検した 9人のうち日本語指導が必要な
生徒は 7 人いたが、そのうち 4 人は A 検査で公
立全日制に合格した。2人は不合格で就職をした。
1人は、A 検査不合格の後 B 検査を受検し、公立
全日制に進学している。日本語指導必要「無」の











































母語 21 人（52.5%）、日本語母語 10 人（25.0%）、

























1回目の調査（平成 23 年 3-4 月）では 141 人、
2 回目の調査（平成 24 年 3-4 月）では 128 人に
ついて回答が寄せられ、今回の調査も含めて、3
回の調査で 392 人の進路が把握された。392 人の
主要母語別状況を示すと、日本語 89 人（22.7%）、
































人（52.8%）であった。28 人のうち 23 人（82.1%）
が公立高校へ進学を果たしている。合格を果たし
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就職 帰国 未定 無回答
日本語指導
あり
10 7 1 - - 2 5 1 10 - 36
27.7％ 19.4％ 2.7％ 5.5％ 13.8％ 2.7％ 27.7％ 100％
なし
47 7 - 20 1 1 2 1 2 2 83
56.6％ 8.4％ 24.0％ 1.2％ 1.2％ 2.4％ 1.2％ 2.4％ 2.4％ 100％
無回答
2 1 - 1 - - - - - - 4
50.0％ 25.0％ 25.0％ 100％
合計
59 15 1 21 1 3 7 2 12 2 123














就職 帰国 未定 無回答
国籍
日本
3 - - - - 1 - - - - 4 4
75.0% 25.0% 100.0% 100.0%
中国
4 - - - 1 - 2 - - - 7 5
57.3% 14.3% 28.5% 100.0% 71.4%
韓国
3 - - 2 - - - - - - 5 5
60.0% 40.0% 100.0% 100.0%
ブラジル
20 3 - 4 - - 1 - 4 1 33 27
60.6% 9.0% 12.1% 3.1% 12.1% 3.1% 100.0% 81.8%
フィリピン
9 1 1 - - 1 - - 1 - 13 12
69.6% 7.6% 7.6% 7.6% 7.6% 100.0% 92.3%
ペルー
15 6 - 12 - - - 1 5 1 40 33
37.5% 15.0% 30.0% 2.5% 12.5% 2.5% 100.0% 82.5%
台湾
- 1 - 1 - - - - - - 2 2
50.0% 50.0% 100.0% 100.0%
タイ
1 3 - - - 1 - - - - 5 5
20.0% 60.0% 20.0% 100.0% 100.0%
パキスタン
1 - - - - - 1 1 1 - 4 1
25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 100.0% 25.0%
二重国籍※1
- - - 1 - - 2 - - - 3 1
33.3% 66.7% 100.0% 33.3%
その他※ 2
3 1 - 1 - - 1 - 1 - 7 5
42.8% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 100.0% 71.4%
合計
59 15 1 21 1 3 7 2 12 2 123 100



















就職 帰国 未定 無回答
国籍
日本語
20 4 - 7 1 2 1 - - 35 32
57.2% 11.4% 20.0% 2.8% 5.7% 2.8% 100.0% 91.4%
中国語
2 - - - - - 2 - - - 4 2
50.0% 50.0% 100.0% 50.0%
韓国語
1 - - 2 - - - - - - 3 3
33.3% 66.7% 100.0% 100.0%
ポルトガル語
4 1 - 3 - - - - 4 1 13 8
30.1% 7.6% 24.0% 30.7% 7.6% 100.0% 61.5%
タガログ語
7 - 1 - - - - - 1 - 9 8
77.8% 11.1% 11.1% 100.0% 88.8%
タイ語
- 1 - - - 2 1 1 - - 5 3
20.0% 40.0% 20.0% 20.0% 100.0% 60.0%
スペイン語
10 5 - 3 - - 1 - 4 1 24 18
41.7% 20.8% 12.5% 4.2% 16.6% 4.2% 100.0% 75.0%
ウルドゥー語
1 - - - - - 1 - 1 - 3 1
33.3% 33.3% 33.3% 100.0% 33.3%
フィリピン語
3 - - - - 1 - - - - 4 4
75.0% 25.0% 100.0% 100.0%
その他※1
3 1 - 2 - - - - 1 - 7 6
42.9% 14.2% 28.7% 14.2% 100.0% 85.7%
無回答
8 3 - 4 - - - - 1 - 16 15
50.0% 18.8% 25.0% 6.2% 100.0% 93.7%
合計
59 15 1 21 1 3 7 2 12 2 123 100


































26 - - - 9 - - - 1 2 2 - 1 - 41
63.4% 22.0% 2.4% 4.9% 4.9% 2.4%
ポルトガル語
20 5 1 1 13 - 2 - 2 1 7 15 - 1 68
29.4% 7.4% 1.5% 1.5% 19.1% 2.9% 2.9% 1.5% 10.3% 22.1% 1.5%
スペイン語
37 14 - - 12 - - - - 1 2 15 - 1 82
45.1% 17.1% 14.6% 1.2% 2.4% 18.3% 1.2%
タガログ語
（フィリピン語）
18 2 2 1 3 - - - 2 - 1 3 - - 32
56.3% 6.3% 6.3% 3.1% 9.4% 6.3% 3.1% 9.4%
25栃木県における外国人生徒の進路状況
　①　 貴校に調査対象の生徒は在籍していましたか。　　　　　　　　　　　 はい　・　いいえ































□  就 職  （　　　　　　　 　　 ）
日本での就学期間
約（　）年（　）ヶ月 帰　国 □  帰 国 




□  未定 進学 　･ 就職 　･ 帰国 　･ 家事手伝い ･その他（　　　　　　　　　　　）
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□  就 職  （　　　　　　　 　　 ）











































This paper is a discussion of the situation of foreign students after junior high school graduation in Tochigi 
Prefecture. First part reports the results of the survey conducted in March 2013. The data of 123 foreign students was 
got by this survey. Comparison of the number and ratio of students who entered high school by nationality and native 
languages indicates that Brazilian and Peruvian have faced more difficulties. Second part reveals key features of the 
total sample comprised 392 students, who graduated in three years from March 2011 and March 2013.  Although the 
figure that around 80% of students went to high school was much bigger than our expectation, there were very few 
students who could benefit from the privileges of the special entrance examination in Tochigi prefecture. Particularly, 
Brazilian and Peruvian students, due to their protracted period of residence in Japan, were not able to meet the “within 
the first 3 years after entering Japan” requirement, and consequently, they could not take advantage of the benefits 
offered by the special entrance examination system. 
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